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第１４回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
  日時：平成１９年６月２８日（金）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
配布資料  ①指導者部会アンケート集計結果分析 
      ②地域部会アンケート集計結果分析 
      ③小・中・高部会集計結果（クロス集計） 
       
議事録 
 
委員長：第１４回目の検討委員会を始めます。本日の議題につきましては、まずアンケー

ト分析結果について、前回報告していない２部会と小・中・高校生部会から小中高別のク

ロス集計の報告をしていただきます。次に前回の検討委員会で要請のあった部会長会議に

ついてですが、６月２０日に開催をし、今後の方向性について検討をいたしました。本日

はその内容をたたき台にして検討をしていこうと思います。それでは、まず指導者部会か

ら報告をお願いします。 
 
指導者部会長：指導者部会の分析結果について報告いたします。今後の条例素案作成にど

のように活かしていくかという点に留意しながら分析いたしました。 
１「あなたは北広島市が子どもの権利条例を作ろうとしていることを知っていますか」に

ついて、「知っている」が高率となりました。しかし、質問の仕方が悪かったと反省してお

ります。「知っていますか」ではなく「知っていましたか」であれば結果は少し違ったので

はないかと思います。 
２「あなたは子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか」について、「思う」

が４割近くとなっており、予想外に高率となっています。しかし、回答については視点に

よって偏る可能性があります。限定された校外活動の場では安全へかなりの配慮がされて

いると考えられるので、子どもを取り巻く環境の実態は、この調査結果と乖離しているは

ずであることを意識しなければならないと思います。 
３「あなたは子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか」について、「思う」が

半分を占めます。スポーツ少年団などは、子どもが好きなことをするための集団でありま

す。そういった意味からすると、得意技をもっているということが、自己肯定感につなが

っているのではないかと思います。 
７「子どもの権利の中で、特に大切だと思うこと」について、④「暴力や言葉で傷つけら

れないこと」、⑦「人と違う自分らしさが認められること」が高率であり、個の尊厳意識の

時代的な高まりを反映しているものと考えられます。 
７－１「あなたはこの４つの権利を子どもに教えることについてどう思いますか」につい
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て、圧倒的な肯定論の中で、「わからない」という少数の回答が気になります。４つの権利

のうち（１）・（２）は自由権、（３）は社会権、（４）は参政権として、子どもの権利全体

を成立させる骨格として認識していきたいと思います。このことについて理解を深めると

ともに、一般市民への啓蒙に力を置くべきであります。 
８「あなたは子どもたちが活動場所までの行き帰りで安全が確保されていると思いますか」

について、「確保されていない」が３割程度となっている。現在各地区において地域住民の

組織的・自主的な活動が浸透してきているので、今後理解されていくのではと思います。 
９「子どもたちを指導する中で、つい手をあげたことがありましたか」ついて、「ある」と

回答した人は、女性で２３％、男性で３３％である。特にスポーツ関係の集団では、比較

的多くなるのではと思います。 
１０「指導している集団内の親子関係で気になることがありますか」について、「ある」と

回答した意見は比較的低率であったが、内包する問題としては極めて重要です。 
１０－１「「ある」と答えた人にお聞きます。何が気になりますか」について、たくさんの

意見が出てきております。例えば「親子のゆったりした時間が少ない。ここに「権利」な

どという言葉をふりかざして子育てを他人任せにするなど、方向を間違わないように願い

ます。」という厳しい意見もあります。１１「あなたが指導している集団の中で、子どもど

うしの差別・暴力・いじめが起きていると思いますか」について、「思わない」が高率とな

っています。現代の子ども集団の中でこのようなことが有り得るのかと疑問ですが、小規

模の意識集団の中では、１人１人が開放された状態になっているのかもしれません。 
１３「あなたは子どもの権利について、どう思いますか」について、まずは「大人も子ど

もも権利はありますが、有効又は円滑に主張できる環境にはないと思います。権利という

言葉だけで善悪を決めて子どもを守るだけではなく、いろいろなコミュニケーションを取

れる場や子ども達で判断できる生活集団の場をつくり、大人から子どもまで理解していけ

たら良いと思います。」という素晴らしい意見がありました。また、「子どもたちは人間と

して育っていく条件が貧弱である。それなのに子どもの権利や自由を認めると、子どもが

わがままに育つ。そこから社会に反抗するなど、社会の秩序が乱れてしまうと思う。私は

子どもの権利より社会のルールを守らせるために、しつけなどの強制を強化するべきであ

ると思う。」という意見もありました。この意見については今までの検討委員会の中でクリ

アしていている内容であると思います。権利と義務は対立する軸ではありません。もし子

どもが権利のみを主張するのであれば、それは子どもの成長期において正しく権利につい

ての教育を受ける機会がなかったということです。こういった意見は根強くありますので、

委員会としてこのような考えを意思統一しておく必要があると思います。また「権利条約

の中で唱えられている内容とは程遠い環境にある子ども達がたくさんいます。どの子も同

じように守られ、より豊かに生きる権利があることを子ども自身が知るべきだと思いま

す。」という意見もありました。とても勇気づけられる素晴らしい意見だと思います。また

「健やかに豊かに育っていくために子どもの権利を条例とすることは素晴らしいことだと
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思います。そのうえで、健全な大人として育ってもらうための体も重要なので、条例の中

に入れられないかと考える。」という意見もありました。現在「早寝・早起き・朝ご飯」と

いう言葉もありまして、そういったことが保障されることは人権問題になると思います。

北広島市らしい条例にするためには、そういったことにも触れる必要があるのかなと思い

ました。以上で報告を終わります。 
 
委員長：ありがとうございました。それでは次に地域部会からお願いします。 
 
地域部会長：それでは地域部会からの報告をいたします。まず年齢構成については２０代

と６０代が多くなっております。他の部会は「子ども」や「子どもと直接関わりのある親」

が対象者であったのに対し、地域部会では「それ以外の人」を想定していたので、予想ど

おりの結果になりました。 
問１「条例作成についての認知度」について、「知らない」が７割を占めており、今後の周

知活動に本腰を入れるべきであることを示しております。 
問２「子どもが安心・安全か」について、「思わない」が６割で、「思う」が２割弱なので、

大きな課題であると思います。子どもが安心・安全に生活できるまちづくりについて条例

の中に取り入れる必要があります。 
問３「子どもが自尊意識を持っていると思うか」について、「わからない」が４割で子ども

に直接ふれあう機会の少ない回答者から見れば、頷ける割合だと思います。また、「そう思

う」が４割、「思っていない」が１割であり、「子どもが自尊意識を持っている」と堂々と

言い切れる状態ではないとの見ることができます。子ども達の生き生きした姿が見受けら

れるまちづくりが必要であると思います。 
問４「子どもの将来の夢」について、「あると思う」が６割であるが、小中高校生対象のア

ンケートでは６７％が「ある」と回答しており、大人が思っているのと同等かそれ以上に、

子どもには将来の夢やなりたい職業があることがわかります。 
問５「子どもの意見の尊重のされ方」について、「されている」が１割半であるのに対して、

「されていない」が５割という回答でありました。もっと「子どもが主体者」として尊重

されるように、条例として取り上げるべき項目であると思います。 
問６「子どもは健康な生活（遊ぶ・休む・学ぶ）を送っているか」について、「思う」が３

割強に対して、「思わない」が５割強であり、かなり否定的な見方となっています。子ども

達が学習塾・習い事などハードな毎日を送っていることが関係しているのではないかと思

います。この結果は家庭・地域・社会に対する警鐘ととらえ、条例として取り上げるべき

であると思います。 
問７「意見表明権の環境の有無」について、「ある」が３割に対して「思わない」が５割強

ということで、子どもから少し距離を置いた回答者には「子ども達は自分の意見を述べる

ことよりも、大人や集団の意見に従わされている」と映っているのだと考えられます。「自
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分の意見を自由に述べ、相手の意見を聞く」ことは子どもの権利の柱になり、また子ども

達が正しい人権意識を育てていくための教育的役割を持つので、条例として取り上げるべ

き項目だと思います。 
問８「悩み事を相談できる環境」について、「ある」が１割強に対して、「思わない」が７

割となっています。回答者は子ども達の置かれている現状を憂えている結果であり、条例

として取り上げる項目であります。 
問９「子どもに関する悩み事の相談窓口」について、「知っている」、「知らない」が半々で

あり、市として、一層の努力が必要だと思います。 
問１０「子どもが一人の人間として尊重されているか」について、「思う」が３割、「思わ

ない」が４割であり、否定的な回答となりました。これについても条例で取り上げるべき

だと思います。 
問１１「虐待やいじめを見聞きした経験」について、「ない」が７割と多数であるが、「あ

る」が３割もいたことは注目すべきであります。これに関しても条例として取り上げるべ

き項目だと思います。 
問１４「子どもはわがままで権利ばかり主張する」について、「子ども達に正しい権利を教

えてこなかった」、「わがままと権利の主張は全く違う」を合わせると８割になりました。「正

しい権利学習」が子ども達に保障されることが必要であり、条例に取り上げるべき項目だ

と思います。 
問１５「子どもが遊んでいるか」について、「よく見る」、「時々見る」を合わせて６割半で

あり、「ほとんど見ない」、「全く見ない」を合わせると３割半でした。このことは、子ども

達が外での遊びをしていないことを物語っています。友達と集団での遊びを通して、子ど

もの社会性が育っていくものですが、それが欠けているのは大きな問題であると思います。 
問１６「通学・通園の姿を見かけるか」について、「見る」、「時々見る」をあわせると９割

でありました。「子ども達を見る」という浅い関わりではありますが、地域が子どもとの接

点を持っていると見ることができます。 
問１７「近所の子ども達とのあいさつは」について、「ある」、「時々ある」をあわせて５割

半、「ほとんどない」が３割、「全くない」が１割半という回答となりました。４割以上が

あいさつを交わしていないことは大きな課題であると思います。「オアシスのように、潤い

のある社会が子ども達を健全な大人に育てる大切な土壌である」ということを、条例の中

で謳ってもいいのではないかと思います。 
問１８「子ども遊び場」について、「十分ある」、「ある程度はある」をあわせて８割の回答

となりました。しかし、否定的な意見も２割程度ありました。子どもの社会性を養う遊び

場を大人の責任で提供する必要があります。 
問１９「登下校は安全か」について、７割は安全性の確保がなされていると考え、３割は

不安をもっていると回答しております。市内各地で様々な取り組みはなされていますが、

それでも不安が大きいと思われており、市民と共に考えていくきっかけになればいいと思
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います。条例の項目に取り上げるべきだと思います。 
問２０「地域の安全の取り組み」について、「なされている」が４割ではあるが、自由記述

を見ると、それなりにされていると感じられます。 
問２１「有害出版物・画像から守られているか」について、８割弱が守られていないと回

答しています。有害なものから子ども達を守ることは必要でありますので、条例の項目に

取り上げるべきであると思います。 
問２２「「学校だより」、「サポートきずな」等を読むか」について、それなりに読まれてい

ますが、「読まない」、「知らない」という回答もそれぞれ１２．８％、１６．０％ありまし

た。子ども達から離れた世代に対するアンケートであったことが影響していると思われま

す。 
問２３「育児力」について、母親・父親の育児力が「十分ある」、「ある程度はある」とい

う回答が多かったが、否定的な回答も２割程度あり、それに対する支援の方法を今後探っ

ていかなければならないと思います。これに関しても、条例で触れなければならないと思

います。 
問２４の自由記述についてですが、「子どもの権利条例」制定に期待し、それを支える責任

は大人にあること、空論に終わらせてはならないこと、行政の責任、大人の責任を訴えて

いるものが全てで、条例に生かしたいものばかりでした。それでは地域部会からの報告を

終わります。 
 
委員長：ありがとうございました。それでは小中高校生部会から前回の検討委員会でお願

いしていました、小中高別の集計結果を報告していただきます。よろしくお願いします。 
 
小中高校生部会長：それでは報告いたします。 
５「あなたは自分のことが好きですか」について、「好き」と回答している割合が一番高い

のは、小学生です。中学生になると自分を見つめる機会が増えてきますので、割合が低い

のではないかと予想されます。 
６「あなたは将来の夢やなりたい職業がありますか」についても、「ある」と回答している

割合が一番高いのは小学生でした。中学生・高校生になると自分の将来のことについて真

剣に考え始めるので、割合が低くなっていると思われます。 
９「ふだんの生活の中で、いらいらすること、不満に思うこと、不安になることはありま

すか」について、小・中・高の順で高くなっております。これについては、精神的な発達

ですとか、自分を見つめる機会が多くなるなどによるものと考えられると思います。また、

相談相手について、「誰にも相談しない」と回答した生徒が多いと前回も話をしましたが、

特に中学生が多くなっております。 
10「不登校についてどう思いますか」について、「解決して登校」という回答は、小学生で
もっとも高率となっており、中学生、高校生の順番で割合が低くなっております。 
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13「学校生活の中で、もっと児童の意見を聞いてほしいと思うことはありますか」につい
て、「ある」と回答している割合は、小学生・中学生・高校生の順で高くなっております。

年齢が高くなるにつれて自分の意見を主張できるようになるという結果であると思います。

以上です。 
 
委員長：ありがとうございました。議題 1 アンケート分析結果の報告はこれで終了しまし
た。ご意見等がありましたらお願いします。 
 
副委員長：指導者部会の報告で、自由記述の中に「権利と義務」について様々な意見があ

ったとのことでした。このことに関して何か感想などはありませんか？ 
 
委員：子ども達にとって「権利と義務」について深く学習する機会はあまりないと思いま

す。「自分の権利を主張することが他の権利を害するものであってはならない。」というこ

とが大切だと思います。また、義務を学習することも権利だと思います。 
 
委員長：指導者部会長からもあったように、委員会として考えを意思統一しておく必要が

あると思います。それでは、次の議題「部会長会議の報告」に進みます。まずは「条例素

案作りに向けた今後の方向性」についてです。今後各部会にて「条例素案に盛り込む事柄・

文言」というフィルターを通して、素材集めをしてもらい、それをもとに起草小委員会で

検討していくという流れになっております。これについて意見等ありませんか？ 
 
委員：部会ごとに検討するということですが、自分の部会のアンケート内容について、検

討すればいいということですよね。 
 
副委員長：今までに各部会では、条例素案にどのように生かしていくかというような観点

で、アンケート結果を分析しております。その内容を精査して、どのような事柄・文言に

なるのかを検討していけばいいと思います。 
 
委員：部会ごとに検討していっても、結果にあまり大差はないと思います。例えば、全体

の委員を４つの権利のグループに分けて、それぞれ検討していくほうが速いと思います。 
 
委員：アンケートを作成する段階から、条例素案に生かすためにアンケート内容を検討し

てきています。ですから、各部会では既にピックアップできていると思いますので、この

作業は必要ないのではないでしょうか。 
 
事務局：今回初めて４部会のアンケート分析結果がそろいました。地域部会・小・中・高
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校生部会では、条例に取り上げる内容という観点でまとめていただいておりますが、幼児・

親部会、指導者部会では、そのような観点で検討しているとは思いますが、文言として出

てきてない状況であると思います。次のステップで、起草小委員会を立ち上げて検討する

ときには、アンケート分析結果からの素材が必要になってくると思います。現在の部会の

最後の作業として、そういったまとめ方をしていただきたいと思います。また、４つの権

利に分けて検討してはどうかという意見がありました。部会長会議の中でも議論がありま

した。条例素案全体として、表現などに一貫性がないといけません。そういったことから

考えますと、起草小委員会のメンバーが一貫して全てのたたき台を検討するほうが良いと

いう結論になりました。 
 
委員長：このような考え方でよろしいですね。次に「小委員会」についてですが、部会長

会議では①条例素案起草小委員会、②啓発小委員会（広報・フォーラム・イベント・ＰＲ

パンフレット等）、③子どもについての小委員会を想定しておりますが、意見等があればお

願いします。意見がないようであれば、部会長会議の内容については了承を得たというこ

とにいたします。最後に事務局から報告がありますので、よろしくお願いします。 
 
事務局：報告事項があります。畑中委員から体調不良が原因で検討委員を辞退したい旨の

申し出がありました。畑中委員ご本人からお話がありますので、お願いします。 
 
畑中委員：突然のことで申し訳ありません。最近持病が悪化し、ドクターストップがかか

ってしまいました。これから条例素案作りをしていくという段階で大変残念ですが、私も

陰ながら応援しておりますので、頑張ってください。ありがとうございました。 
 
委員長：畑中委員お疲れ様でした。それでは本日はこれで終了します。 
 
 


